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位置情報部会について
〇活動開始：2023年度

〇目的
社会基盤向上のための位置・時刻情報の
改ざん対策に関しての検討

〇活動内容
• 適合分野の模索
• 安全性に関わるガイドライン作り
• 適合分野での実証実験

〇座長： 柴崎亮介
  （LocationMind株式会社 CTO、 

  麗澤大学副学長 (教授) 、
  東京大学大学院情報学環・
  学際情報学府特任教授）
〇副座長：藤田智明
  （LocationMind株式会社
  Head of Space Div.）



参加メンバー

• サイバートラスト株式会社

• 大日本印刷株式会社

• 株式会社デジオン

• TOPPANエッジ株式会社

• PwCビジネスアシュアランス合同会社

• 株式会社ラック

• LocationMind株式会社

• 三井住友海上火災保険株式会社※

• 岡山大学※

• 宇宙サービスイノベーションラボ事業協同
組合※

• 一般社団法人セキュアドローン協議会※
※はオブザーバー参加



LocationMindのご紹介

会社名

設立

従業員

資金調達

LocationMind株式会社

2019年2月

53名

総額35億円
(シリーズB)

Company Profile

柴崎亮介 CTO

藤田智明
Head of Space Div.

大学発スタートアップ

登壇者

空間情報AI
ヒトの活動、モノの動きの分析、人流SaaS

位置情報セキュリティ
人工衛星を使った位置情報のセキュリティ
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外部環境の変化

今年度の部会での取組
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Spoofing - 位置情報の偽装
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近年、Spoofingの注目度はさらに拡大

https://gpsjam.org/

https://jp.reuters.com/world/us/BZEJCHGBWBNLXHHTQAYU5W7Y7Y-2024-05-01/
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民間向けの信号認証サービスが開始
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外部環境の変化

今年度の部会での取組



セキュアドローン協議会との連携

ドローンセキュリティガイド
第5版に、スプーフィング対策
に関する項目を追加





様々な分野との連携可能性を模索

上記に関連する各社の知見／経験を持ち回りでシェア

GNSS道路課金

Gantry

金融

欧州サイバー
レジリエンス法
との連動

etc.



まとめ

外部環境の変化

部会での取組

• 紛争の激化等により、日本国内でもGNSSスプーフィン
グに関する認知が広まった

• 信号認証サービスが開始した

• ドローンセキュリティガイド第5版にGNSSスプーフィング
に関する項を追加した

• 実証実験の機会や他の分野との適合を検討した



ご清聴、誠に有難うございました。
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